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日本スポーツ産業学会第27回大会開催される
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日本スポーツ産業学会　　　
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2018.10.1

　第27回大会は，2018年7月21日㈯と22日㈰に明治大学（駿河台キャンパス）にて行われました．
猛暑の中，多数の参加者（総入場者数：177名，内有料入場者数：147名[正会員：100名，学生会員：
26名，非会員一般：13名，非会員学生：8名]を得て盛会のうちに幕を閉じました．これもひとえに，
大会実行委員会の皆様および関係者の方々の多大なるご尽力の賜物と感謝申し上げます．
　尚，プログラムの「アイデアコンペ」には22件の応募があり，厳正な審査の結果選ばれた6件の
著者が当日プレゼンし，スポーツ庁関係者，学会会長，学会理事長ほかの審査を経て，次のような
結果となりました．
〇スポーツ庁長官賞
　・「ふるさと納税を活用したスポーツ産業へのアプローチ」
　　　萩原悟一（鹿屋体育大学）
〇日本スポーツ産業学会会長賞
　・「地産地消にも貢献する  市民アスリートへの栄養（食事）サポート事業」
　　　川村学園女子大学生活文化学科　藤原ゼミ
　・「障害者スポーツボランティアが生み出す新しいスポーツの価値」
　　　大埼恵介，長倉富貴（山梨学院大学）
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左から榊原美菜氏，竹澤桃香氏，尾山　基会長，平田竹男会長，萩原悟一氏，齋藤福栄氏，
　　 佐藤江莉奈氏，藤原昌樹氏，力石早矢香氏，佐藤美咲氏，大崎恵介氏，長倉富貴氏
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〇奨励賞論文………副賞各5万円
・ 「体育館天井に設置された一台のカメラによ

る卓球のゲーム分析」
竹内義則（大同大学），吉田和人（静岡大学）
 ［原著論文］

（『スポーツ産業学研究』第27巻第３号掲載）
・ 「スポーツ中継視聴者の看板広告への視線検

証」
萩原悟一（鹿屋体育大学），秋山大輔（日本
経済大学），隅野美砂輝（鹿屋体育大学）
 ［フォーラム］

（『スポーツ産業学研究』第27巻第３号掲載）

　2018年7月21日㈯に開催された学会大会懇親会
にて，平成29年度の学会賞受賞者に対する授与式
が行われ，受賞者は尾山　基，平田竹男両会長よ
り，賞状と副賞を受け取りました．受賞論文は下
記の通りです．
〇学会賞論文………副賞10万円

・ 「エリートスイマーのメンタルタフネス尺度
開発」
伊藤華英（順天堂大学），山田　快（法政大学），
舟橋弘晃（早稲田大学），上林　功，間野義之，
広沢正孝（順天堂大学） ［原著論文］

（『スポーツ産業学研究』第27巻第３号掲載）

平成29年度の学会賞授与式について

第27回大会プログラム

左から舟橋弘晃氏，竹内義則氏，尾山　基会長，伊藤華英氏，平田竹男会長，萩原悟一氏，秋山大輔氏

１．会　期：2018年7月21日㈯～ 22日㈰
２．会　場：明治大学（駿河台キャンパス）　 
３．テーマ：2020後の日本のスポーツシステム 
４．日程

【7月21日㈯】
11：30　理事会
12：30　受付開始
13：20　一般研究発表（３会場：11題）
13：20　アイデアコンペ　ポスター発表（14題）
14：30　オープニングセレモニー
14：40　アイデアコンペ
16：40　総会
18：00　懇親会

【7月22日㈰】
8：30　受付開始
9：00　一般研究発表（３会場：23題）
11：20　 セミナー「産業としてのｅスポーツの課

題」
　　　　　講師： 加藤裕康（社会学・コミュニ

ケーション論）
　　　　　モデレーター： 澤井和彦（明治大学　

准教授）
13：20　 シンポジウム１「プロサッカークラブの

市民オーナーシップシステム：ドイツと
イングランドの非営利法人から考える」

　　　　　シンポジスト：
　　　　　　釜崎　太（明治大学　准教授）
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　　　　　　小川裕史（小川裕史行政書士事務所）
・「ウォーキングサッカー概要資料」
　　　　　　 佐藤光則（一般社団法人日本ウォ―

キングサッカー協会）
・「2020年東京五輪ボランティアスタッフ人件費

提供について～ mercariによるアンブッシュ
マーケティングの利用～」

　　　　　　鈴木陵介（早稲田大学大学院）
・「EV利用による自然体験型観光への投資」
　　　　　　永松昌樹（日本文理大学）
・「地産地消にも貢献する市民アスリートへの栄

養（食事）サポート事業」
　　　　　藤原昌樹（川村学園女子大学）
・「スポーツ界にGiveBackをしよう」
　　　　　藤本洋平（早稲田大学大学院）
・「「稼げる」スタジアム改革～スポーツファシリ

ティイノベーションビジネスモデルのご提案～」
　　　　　川上祐司（帝京大学）
・「障害者スポーツボランティアが生み出す新し

いスポーツの価値」
　　　　　大崎恵介（山梨学院大学），長倉富貴

日　時：平成30年7月21日㈯
　　　　11時30分～12時05分
場　所：明治大学駿河台キャンパス
　　　　アカデミーコモン２階　A４会議室
出席者（敬称略）：

会　長　尾山　基，平田竹男
理事長　北村　薫
理　事　 池田　弘（代理：高橋孝輔），佐野毅

彦，高橋義雄，次原悦子，中村　潔（代
理：伊地知直亮），中村好男，藤原庸介，
松尾哲矢，間野義之，三木谷浩史（代
理：小木曽稔），水野明人（代理：北
野喜久），水野利昭

監　事　栗山貴行，得田進介
オブザーバー：

運営委員　 青山芳之，東　俊介，石黒えみ，磯
貝浩久，井上俊也，上田滋夢，元　
晶煜，児玉ゆう子，佐藤　潤，澤井
和彦，庄子博人，新戸明子，田中弘

第58回理事会報告

　　　　　　張　寿山（明治大学　研究員）
　　　　　　谷塚　哲（東洋大学　助教）
　　　　　コーディネーター：
　　　　　　舟橋弘晃（早稲田大学　講師）
15：00　 シンポジウム２「大学スポーツのオルタ

ナティブを考える」
　　　　　シンポジスト：
　　　　　　川井圭司（同志社大学　教授）
　　　　　　西 村大介（滋賀レイクスターズ　取

締役）
　　　　　　松橋崇史（拓殖大学　准教授）
　　　　　モデレーター兼シンポジスト：
　　　　　　束原文郎（桜美林大学　准教授）

５．アイデアコンペ　ポスター発表
・「ふるさと納税を活用したスポーツ産業へのア

プローチ」
　　　　　　萩原悟一（鹿屋体育大学）
・「日本列島を“スポーツで耕す”」

スポーツ原義からのFM的スポーツ立国へ
サイクルスポーツと国民スポーツ大会関連施設
の見直しから」

　　　　　　津島　光（近畿大学）
・「大学と廃校の連携により健康・スポーツ拠点

整備」
　　　　　　北島信哉（徳山大学）
・「VR体験と360°動画を活用したスポーツツー

リズム促進」
　　　　　　 荻間英樹（早稲田大学大学院），岡

田美優，小山晃徳
・「スポーツホスピタリティ事業を利用した投資

促進プロジェクトについて」
　　　　　　倉田知己（STHジャパン株式会社）
・「スポーツ観戦人口を拡大し，観戦市場の拡大

に貢献する“感動”が集まるプラットフォーム」
　　　　　　 日下部芳久（株式会社シー・エヌ・

エス）
・「ものづくり×スポーツプロジェクト－新たな

商品開発促すクラウドファンディングサービス
を中心に－」

　　　　　　 藤本倫史（福山大学），坂上拓人，
河本直希，森川貴博，中村和裕

・「スポーツで創る“感動経済”－“感動”仮想通
貨「EMOTION」－」
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　北村理事長の指名により，中村理事から第28回
学会大会を日本体育大学主管により同大学世田谷
キャンパスで開催する旨提案がなされ，これが了
承された．続いて，同大学スポーツマネジメント
学科長の日比野氏より挨拶がなされた．

　北村理事長の閉会宣言があり，理事会を終了し
た．

以上

　日本スポーツ産業学会第28回総会は，平成30年
7月21日16時40分より，明治大学駿河台キャンパ
ス　リバティホールにおいて開催された．

１．総会の出席者
　第27回総会は，正会員62名（開会時）の出席，
29名の委任状により成立した．

２．議事の運営
　総会は，高橋義雄運営委員の開会宣言および司
会で開会され，尾山基会長ならびに平田竹男会長
の挨拶がなされた．正会員から舟橋弘晃会員が議
長に推挙された．議案及び審議概略は以下の通り
である．

３．議題
１）平成29年度事業報告について
　第１議題の平成29年度事業報告について，中村
好男理事より資料－１に基づく提案がなされ，原
案通りこれが承認された．

２）平成29年度収支決算書報告について
　第２議題の平成29年度収支決算書報告につい
て，中村好男理事より資料－２に基づく収支決算
報告がなされ，続いて，得田進介監事より資料に
基づく監査報告がなされた．議決の結果，原案通
り決算が承認された．

３）平成30年度事業計画について
　第３議題の平成30年度事業計画案について，中
村理事より資料－３に基づく提案がなされ，原案

第28回総会報告

一，長倉富貴，新井野洋一，藤田康範，
藤本淳也，矢島ますみ，梁瀬和人

スポーツ庁参事官　由良英雄
経済産業省商務情報政策局サービス産業室室長
補佐　中村良子
埼玉県教育委員会　八田聡史

ゲスト：
日本体育大学　日比野幹生

　北村理事長による開会宣言後，平田会長，尾山
会長より挨拶がなされた．続いて，由良英雄氏，
中村良子氏より挨拶がなされた．
　理事会の成立（出席者13名（含代理出席），委
任状提出者３名）が確認され，議事録署名人とし
て藤原理事，間野理事が指名された．

議題１）第57回理事会議事録確認
　第57回理事会議事録が確認された．

議題２）平成29年度事業報告について
　北村理事長の指名により，中村理事（運営委員
長）より資料－１に基づき平成29年度実施事業に
ついて説明がなされ，原案通りこれを総会へ上程
することが承認された．

議題３）平成29年度収支決算報告書について
　北村理事長の指名により，佐野理事（総務委員
長）より資料－２に基づき平成29年度収支決算に
ついて説明がなされた．続いて得田監事より監査
報告がなされ，原案通りこれを総会へ上程するこ
とが承認された．

議題４）平成30年度事業計画について
　前回理事会にて承認された平成30年度事業計画

（案）（資料－３）を総会へ上程することが確認さ
れた．

議題5）平成30年度収支予算書について
　前回理事会にて承認された平成30年度収支予算

（案）（資料－４）を総会へ上程することが確認さ
れた．

議題6） 第28回学会大会（平成31年度）の開催
について
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○学会賞論文…副賞10万円
「エリートスイマーのメンタルタフネス尺度開
発」

伊藤華英（順天堂大学），山田　快（法政大学），
舟橋弘晃（早稲田大学），上林　功，間野義之，
広沢正孝（順天堂大学）（第27巻第３号掲載）

○奨励賞論文…副賞各5万円
「体育館天井に設置された一台のカメラによる
卓球のゲーム分析」

竹内義則（大同大学），吉田和人（静岡大学）
（第27巻第３号掲載）

「スポーツ中継視聴者の看板広告への視線検証」
萩原悟一（鹿屋体育大学），秋山大輔（日本
経済大学），隅野美砂輝（鹿屋体育大学）（第
27巻第３号掲載）

　舟橋弘晃議長の閉会宣言により，総会は閉会し
た．

以上

通りこれが承認された．

4）平成30年度収支予算について
　第４議題の平成30年度収支予算案について，中
村理事より資料に基づく提案がなされ，原案通り
これが承認された．

8 ）第28回学会大会（2019 年）の開催について
　第5議題の第28回学会大会について，中村理事
より日本体育大学主管での開催が提案され，原案
通りこれが承認された．

9）学会賞表彰式について
　中村理事より学会賞受賞１編及び学会奨励賞２
編が第57回理事会で承認され，学会大会第１日修
了後の懇親会にて授与式が行われる旨報告がなさ
れた．なお，受賞対象論文は以下の通りであった．

（資料－１）

平成29年度事業報告
　平成29年度の実施事業は以下の通りである．

１．学会組織の整備・充実・運営に関する事業
⑴会議の開催
・第27回総会を開催した（平成29年7月15日，於・

立教大学　池袋キャンパス）．
・第56回理事会を開催した（平成29年7月15日，

於・立教大学　池袋キャンパス）．
・第57回理事会を開催した（平成30年２月18日，

於・立命館大学　茨木キャンパス）．
・運営委員会を２回開催した（平成29年6月26日，

平成30年１月22日）．

⑵事務局機能の整備・充実
・ウェブサイト（www.spo－sun.gr.jp）を活用し

た情報発信を行った．
・SPORTEC 2017（平成29年7月25日～27日，於・

東京ビッグサイト）に出展した．
・学会案内（リーフレット）を作成した．

⑶会員の維持・拡充

・会員数（平成30年３月31日現在）は以下の通り
であった．
－正会員509人（前年度比53人増）
－学生会員67人（前年度に同じ）
－法人会員３団体
－賛助会員23団体（前年度比３団体増）

２．出版事業
・学会誌『スポーツ産業学研究』を以下の通り発

行した．
－第27巻第２号（平成29年４月１日；原著論文

４編，研究ノート２編）
－第27巻第３号（平成29年7月１日；フォーラ

ム１編，原著論文6編，研究ノート３編）
－第27巻第４号（平成29年10月１日；原著論文

１編，研究ノート２編，第26回大会企画コン
ペ受賞論文３編）

－第28巻第１号（平成30年１月１日；原著論文
３編，研究ノート４編，第26回大会企画コン
ペ論文10編）

・学会誌『スポーツ産業学研究』（第27巻第２号
～第４号，第28巻第１号）の掲載論文を科学
技術情報発信・流通総合システム（J－STAGE）
にて公開した．
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【モデレーター】
高橋義雄氏（筑波大学）

－ 研究発表：47題（一般演題：40題，企画コン
ペ：7題）

－企画コンペポスター発表：17題

⑵冬季学術集会
・第5回冬季学術集会（平成30年２月18日，於・

立命館大学　茨木キャンパス）を開催した．
－参加人数：71人
－ オープニングセレモニー　日本スポーツ産業

学会　平田竹男会長
－産学連携セミナー

　　　 「2020年がもたらすスポーツスポンサー
シップのパラダイムシフト」
講師： 秦Andy英之　ニールセンスポーツ

ジャパン株式会社　代表取締役社長
－ラン知タイムセッション（大学院進学説明会）
－ リサーチ・カンファレンス2018（公益財団法

人笹川スポーツ財団共催）
発表数：18件

① 若手研究者育成セッション：大学院生（前
期課程及び後期課程）
〇最優秀賞（日本スポーツ産業学会賞）
「質的データの可視化による東京2020ホ
ストタウン事業の事例研究」

　　　　　　神戸大学大学院　青山将己
〇優秀賞（日本スポーツ産業学会奨励賞）
「MLSリーグビジネス変遷から観ると選
手獲得と育成制度の体系的整理」

　　　　　　早稲田大学大学院　河野遼兵
②卒論セッション：学部４回生

〇最優秀賞（笹川スポーツ財団賞）
「B.LEAGUE観戦における知覚経験が再
観戦意図に及ぼす影響」

　　　　　　神戸大学　小木曽　湧
〇優秀賞（笹川スポーツ財団奨励賞）
「B.LEAGUEによる観客動員数の決定要
因」

　　　　　　工学院大学　堀井亮佑
③ ジュニアセッション：学部１～３回生・短

大生・専門学校生
〇 日本スポーツボランティアネットワーク

奨励賞

・『学会ニュース』No.101からNo.104を，それぞ
れ学会誌第27巻第２号から第28巻第１号と合本
して発行し，さらにウェブサイトに掲載した．

・情報誌『Sports Business & Management Re-
view』を以下の通り発行した．
－第２号（平成29年４月１日）
－第３号（平成29年7月１日）
－第４号（平成29年10月１日）
－第5号（平成30年１月１日）

３．学会大会の開催
⑴学会大会
・第26回大会（平成29年7月15日～ 16日，於・

立教大学　池袋キャンパス）を開催した．
－ 参加人数：165人（うち有料入場者143人［一

般104人，学生39人］）
－メインテーマ
　「2020年に向けた地殻変動と価値の多様化」
－企画コンペ

〇スポーツ庁長官賞
「VRを用いたスポーツ・ヘルスケア市場の
活性化：EMSとの融合」

　　　　久保雄一郎（神戸大学），山口泰雄
〇日本スポーツ産業学会会長賞
「スポーツ観戦マイスター制度」

　　　　笠野英弘（山梨学院大学）
「スポーツ産業の活性化：新規ビジネスモ
デルの提案」

　　　　東　恭平（大日本印刷株式会社）
－シンポジウム１
　「スポーツ産業とスポーツコミッション」
【シンポジスト】

柴山昌彦氏（株式会社丸富社長）
松田裕雄氏（ 株式会社WaiSportsジャパン

代表取締役）
梶谷俊介（ おかやまスポーツプロモーショ

ン研究会（SPOC研究会）代表，
岡山トヨタ代表取締役社長）

【モデレーター】
松橋崇史氏（拓殖大学）

－シンポジウム２
「大学スポーツ産業の振興」
【シンポジスト】

小林　至氏（江戸川大学教授）
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－第41回「学生の手で大学スポーツの賑わいを生
み出す－東京六大学野球ゼミナールの試み－」
講　　師：浅井玲子氏（法政大学野球部OB） 
開 催 日：平成29年11月28日
場　　所： 順天堂大学　本郷・お茶の水キャ

ンパス　第２教育棟（国際教養学
部）　301教室 

参加人数：24人（学会員２人，非学会員15人，
学生5人，賛助会員２人）

－ 第42回「北海道日本ハムファイターズの凄い
新スタジアム構想！～北海道の誇りになるオン
リーワン＆ナンバーワンスタジアムとは？～」
講　　師： 前沢　賢氏（株式会社北海道日本

ハムファイターズ　執行役員　事
業統括本部長）

開 催 日：平成29年12月11日
場　　所：早稲田大学　３号館701教室
参加人数： 62人（学会員13人，非学会員35人，

学生10人，賛助会員４人）
－ 第43回「PERFROM Groupとの契約によっ

て変化した映像ビジネス」
講　　師： 岩貞和明氏（株式会社Ｊリーグメ

ディアプロモーション　プロモー
ション事業部，株式会社Ｊリーグ
デジタル　映像事業部）

開 催 日：平成30年１月29日
場　　所： 順天堂大学　本郷・お茶の水キャ

ンパス　第２教育棟（国際教養学
部）　301教室 

参加人数： 50人（学会員19人，非学会員16人，
学生11人，賛助会員４人）

－ 第44回「地域スポーツクラブ経営の実践事例
－浦和レッズと一緒に始まった浦和スポーツ
クラブのその後と現在」
講　　師： 小野崎研郎氏（パシフィックコン

サルタンツ株式会社勤務，NPO
法人浦和スポーツクラブ理事長）

開 催 日：平成30年３月12日
場　　所： 大妻女子大学　千代田キャンパス

G棟　525教室
参加人数： 37人（学会員8人，非学会員23人，

学生5人，賛助会員１人）

「顧客創造に繋がる野球中継の分析」
　　　　　　立命館大学　宮下　和

4．セミナー等事業の推進
⑴企画委員会事業
・スポーツ産業学セミナーを8回開催した（第37

回～第44回）．
－第37回「5つのJクラブスタッフの経験を明

日の日本サッカーへ」
講　　師： 長岡　茂氏（Espoir Sport株式会

社 代表取締役社長）
開 催 日：平成29年４月5日
場　　所： 大妻女子大学　千代田キャンパス

Ｈ棟　215教室
参加人数： 26人（学会員7人，非学会員15人，

学生３人，賛助会員１人）
－第38回「超人スポーツについて」

講　　師： 上林　功氏（㈱スポーツファシリ
ティ研究所　代表取締役）

開 催 日：平成29年5月15日
場　　所： 順天堂大学　本郷・お茶の水キャ

ンパス　第２教育棟（国際教養学
部）　302教室

参加人数： 17人（学会員7人，非学会員5人，
学生5人）

－第39回「Fun Runを読み解く！～１万人を集
めるColor Me Rad ～」
講　　師： 佐竹美帆 氏（株式会社Spirity 代

表取締役） 
開 催 日：平成29年6月12日
場　　所： 順天堂大学　本郷・お茶の水キャ

ンパス　第２教育棟（国際教養学
部）　301教室 

参加人数： 14人（学会員４人，非学会員２人，
学生5人，賛助会員３人）

－第40回「国内スポーツ総生産（GDSP）を考
える」
講　　師： 酒井　均氏（社会工学研究所　代

表理事）
開 催 日：平成29年9月12日
場　　所： 大妻女子大学　千代田キャンパス

Ｈ棟　215教室
参加人数： 34人（学会員12人，非学会員20人，

学生２人）
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庄子博人（同志社大学），加賀瑛司（前 日
本政策投資銀行），桂田隆行(日本政策投資
銀行)，澤井和彦（明治大学），間野義之（早
稲田大学）

（『スポーツ産業学研究』第26巻第２号掲載）
－奨励賞（副賞各5万円）

「アスリートがドーピングを行わなかったこ
とに影響した要因：オリンピックメダリスト
を対象とした質的検証」

日比野幹生（文部科学省），舟橋弘晃（早
稲田大学），青柳健隆，間野義之

（『スポーツ産業学研究』第26巻第１号掲載）
「日常場面におけるネガティブな感情経験が
バーンアウト傾向に及ぼす影響：ポジティブ
な感情経験を調整変数として」

田中輝海（九州大学），杉山佳生
（『スポーツ産業学研究』第26巻第１号掲載）

・第28回総会で授与が予定されている学会賞の候
補論文を選考した．

６．その他
・学会のあり方を検討した．

⑵専門分科会事業
・スポーツ産業史専門分科会に補助した．

⑶その他事業
・スポーツビジネスジャパン2017（平成29年9月

12日～ 14日，於・幕張メッセ）を開催した．
・第１回関西セミナー「大学スポーツ改革と産業

の関係性」（平成29年10月１日，於・追手門学
院大阪城スクエア大手前ホール）を開催した．

・学生と企業のためのスポーツビジネスサロン
（平成29年12月8日，於・早稲田大学26号館）
を開催した．

・緊急シンポジウム「スタジアム＆アリーナの新
展開」（平成29年12月14日，於・早稲田大学国
際会議場）を開催した．

５．学会賞について
・第27回総会にて学会賞１編，奨励賞２編の授与

式を行った．
－学会賞（副賞10万円）
「 わ が 国 に お け る 国 内 ス ポ ー ツ 総 生 産
（GDSP）の推計と経年比較」
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（資料－２）
平成 29 年度収支決算報告書

（平成30年３月31日現在）

　

　
（収入の部） （単位：円）

科   　　　　 目 予 算 額 前年度予算額 差　　額
１．入会金収入 90,000 150,000 60,000

ａ. 入会金収入 90,000 150,000 60,000
２．会費収入 6,800,000 7,214,000 414,000

ａ. 正会員会費収入 2,730,000 3,150,000 420,000
ｂ. 学生会員会費収入 70,000 114,000 44,000
ｃ. 法人会員会費収入 150,000 150,000
ｄ. 賛助会員会費収入 4,000,000 3,800,000 △200,000

３．寄付金・補助金収入 0 50,000 50,000
ａ. 寄付金・補助金収入 0 50,000 50,000

４．販売品収入 2,502,000 1,992,000 △510,000
ａ. 掲載料・論文抜き刷り代金 2,400,000 1,814,000 △586,000
ｂ. 図書等販売収入 102,000 178,000 76,000

5．学会大会収入 1,580,000 1,782,000 202,000
ａ. 参加費収入 905,000 958,000 53,000
ｂ. 協賛金収入 300,000 400,000 100,000

ｃ. 懇親会費収入 225,000 324,000 99,000

d. その他 150,000 100,000 △50,000
6．冬季学術集会収入 130,000 59,200 △70,800

ａ. 参加費 0 0 0
ｂ. リサーチ・カンファレンス協賛金収入 130,000 59,200 △70,800

7．事業収入 350,000 994,159 644,159
ａ. 事業収入 350,000 994,159 644,159

8．雑収入 4,100 784 △3,316
ａ. 預金利息 1,100 172 △928
ｂ. 雑収入 3,000 612 △2,388

収 入 合 計 11,456,100 12,242,143 786,043
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（支出の部） （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額

１．学会組織の整備拡充費 935,000 845,533 △89,467
ａ． 理事会会議費 100,000 129,374 29,374
ｂ． 運営委員会会議費 135,000 113,735 △21,265
ｃ． ウエブサイト管理費 400,000 323,784 △76,216
ｄ． 広報活動費 300,000 278,640 △21,360
２．出版事業費 5,420,000 5,948,029 528,029
ａ． 学会誌印刷・製本費 3,200,000 3,376,068 176,068
ｂ． 学会誌編集費 400,000 264,794 △135,206
ｃ． 情報誌製作費 1,600,000 2,048,387 448,387
ｄ． 発送費 220,000 258,780 38,780
３．大会開催費 1,580,000 1,454,544 △125,456
ａ． 会場費 0 0 0
ｂ． 懇親会費 500,000 450,540 △49,460
ｃ． 印刷費 250,000 186,000 △64,000
ｄ． 講師関係費 200,000 229,308 29,308
ｅ． 外国人講師関係費 0 0 0
ｆ． 実行委員会関係費 0 0 0
ｇ． 事務局費 600,000 588,696 △11,304
ｈ． 予備費 30,000 0 △30,000
４．冬季学術集会開催費 580,000 260,408 △319,592
ａ． 会場費 200,000 0 △200,000
ｂ． 昼食会費 50,000 0 △50,000
ｃ． 印刷費 100,000 54,540 △45,460
ｄ． 事務局経費 100,000 125,541 25,541
ｅ． 事業費 130,000 80,327 △49,673
5．事業費 450,000 362,692 △87,308
ａ． 企画委員会事業費 300,000 281,596 △18,404
ｂ． 専門分科会事業費 50,000 20,080 △29,920
ｃ． カンファレンス事業費 50,000 29,170 △20,830
ｄ． その他事業費 50,000 31,846 △18,154
6．国際交流事業費 0 0 0
ａ． 海外研究者招聘費 0 0 0
7．表彰事業費 200,000 207,500 7,500
ａ． 学会賞表彰事業費 200,000 207,500 7,500
8．事務局費（管理費） 3,080,000 4,135,214 1,055,214
ａ． 交通費 350,000 470,909 120,909
ｂ． 消耗品費 200,000 794,215 594,215
ｃ． 通信費 300,000 242,794 △57,206
ｄ． 会議費 0 0 0
ｅ． 人件費 2,200,000 2,559,466 359,466
ｆ． 雑費 30,000 67,830 37,830
9．予備費 50,000 0 △50,000
ａ． 予備費 50,000 0 △50,000
ｂ． 特別プロジェクト研究費 0 0 0

支 出 合 計 12,295,000 13,213,920 918,920
収 支 差 額 △838,900 △971,777 △132,877
前 期 繰 越 金 20,340,284 20,620,584 280,300
次　期　繰　越　金 19,501,384 19,648,807 147,423
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・ 『Sports Business & Management Review』
（No.6 ～No.9）

３．学会大会の開催
⑴学会大会

・ 第27回学会大会（平成30年7月21日～22日　
於・明治大学　駿河台キャンパス）

⑵冬季学術集会
・ 第6回冬季学術集会（平成31年２月11日　

於・大阪成蹊大学）

４．講演会・公開講座等の開催
⑴スポーツ産業学セミナーの開催（6回程度）
⑵第２回スポーツビジネスジャパンの開催
⑶学生と企業のためのスポーツビジネスサロンの

開催（３回程度）
⑷専門分科会事業
⑸その他事業

5．表彰事業
・学会賞の表彰
・学会賞候補論文の選考

6．その他
・産学連携事業の推進
・他団体主催イベントへの後援・協力

（資料－３）

平成30年度事業計画
１．学会組織の整備・充実・運営に関する事業
⑴会議の開催

・総会（第28回）
・理事会（第58回・第59回）
・運営委員会（２～３回の予定）

⑵学会の広報
・ ウェブサイト（www.spo-sun.gr.jp）の活用・

充実
・展示会等への出展
・その他の広報活動

〔参考〕 正会員509人，学生会員67人，法人会員
３団体，賛助会員23団体

　　　（平成30年３月末現在）

２．出版事業
⑴学会誌の発行

・ 『スポーツ産業学研究』（第28巻第２～第４号，
第29巻第１号）

・ 『スポーツ産業学研究』掲載論文を「科学技
術情報発信・流通総合システム」（J-STAGE）
にて公開（第28巻第２～第４号，第29巻第１
号）

⑵情報誌の発行
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科目 予 算 額 前年度予算額 差額
１．入会金収入 90,000 90,000 0

ａ. 入会金収入 90,000 90,000 0
２．会費収入 7,260,000 6,800,000 460,000

ａ. 正会員会費収入 2,730,000 2,730,000 0
ｂ. 学生会員会費収入 80,000 70,000 10,000
ｃ. 法人会員会費収入 450,000 450,000
ｄ. 賛助会員会費収入 4,000,000 4,000,000 0

３．寄付金・補助金収入 0 0 0
ａ. 寄付金・補助金収入 0 0 0

４．販売品収入 2,050,000 2,502,000 △452,000
ａ. 掲載料・論文抜き刷り代金 2,000,000 2,400,000 △400,000
ｂ. 図書等販売収入 50,000 102,000 △52,000

5．学会大会収入 1,675,000 1,580,000 95,000
ａ. 参加費収入 905,000 905,000 0
ｂ. 協賛金収入 300,000 300,000 0

ｃ. 懇親会費収入 320,000 225,000 95,000

d. その他 150,000 150,000 0
6．冬季学術集会収入 130,000 130,000 0

ａ. 参加費 0 0 0
ｂ. リサーチ・カンファレンス協賛金収入 130,000 130,000 0

7．事業収入 1,000,000 350,000 650,000
ａ. セミナー事業収入 1,000,000 350,000 650,000
ｂ. その他 0 0

8．雑収入 1,100 4,100 △3,000
ａ. 預金利息 100 1,100 △1,000
ｂ. 雑収入 1,000 3,000 △2,000

収 入 合 計 12,206,100 11,456,100 750,000

（資料－4）
平成30年度収支予算書

（平成30年４月１日～平成31年３月31日）

　

　
（収入の部） （単位：円）
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（支出の部） （単位：円）
科　　　　　目 予 算 額 前年度予算額 差　　額

１．学会組織の整備拡充費 900,000 935,000 △35,000
ａ． 理事会会議費 100,000 100,000 0
ｂ． 運営委員会会議費 100,000 135,000 △35,000
ｃ． ウエブサイト管理費 400,000 400,000 0
ｄ． 広報活動費 300,000 300,000 0

２．出版事業費 5,648,000 5,420,000 228,000
ａ． 学会誌印刷・製本費 3,200,000 3,200,000 0
ｂ． 学会誌編集費 400,000 400,000 0
ｃ． 情報誌製作費 1,800,000 1,600,000 200,000
ｄ． 発送費 248,000 220,000 28,000
３．大会開催費 1,675,000 1,580,000 95,000
ａ． 会場費 50,000 0 50,000
ｂ． 懇親会費 545,000 500,000 45,000
ｃ． 印刷費 250,000 250,000 0
ｄ． 講師関係費 200,000 200,000 0
ｅ． 外国人講師関係費 0 0 0
ｆ． 実行委員会関係費 0 0 0
ｇ． 事務局費 600,000 600,000 0
ｈ． 予備費 30,000 30,000 0

４．冬季学術集会開催費 580,000 580,000 0
ａ． 会場費 200,000 200,000 0
ｂ． 昼食会費 50,000 50,000 0
ｃ． 印刷費 100,000 100,000 0
ｄ． 事務局経費 100,000 100,000 0
ｅ． 事業費 130,000 130,000 0

5．事業費 420,000 450,000 △30,000
ａ． セミナー事業費 300,000 300,000 0
ｂ． カンファレンス事業費 50,000 50,000 0
ｃ． 専門分科会事業費 20,000 50,000 △30,000
ｄ． その他事業費 50,000 50,000 0
6．国際交流事業費 0 0 0
ａ． 海外研究者招聘費 0 0 0
7．表彰事業費 210,000 200,000 10,000
ａ． 学会賞表彰事業費 210,000 200,000 10,000
8．事務局費（管理費） 3,080,000 3,080,000 0
ａ． 交通費 350,000 350,000 0
ｂ． 消耗品費 200,000 200,000 0
ｃ． 通信費 300,000 300,000 0
ｄ． 会議費 2,200,000 2,200,000 0
ｅ． 人件費 30,000 30,000 0
ｆ． 雑費 0 50,000 △50,000
9．予備費 0 50,000 △50,000
ａ． 予備費 0 0 0
ｂ． 特別プロジェクト研究費 12,513,000 12,295,000 218,000

支 出 合 計 △306,900 △838,900 532,000
収 支 差 額 20,340,284 20,340,284 0
前 期 繰 越 金 20,033,384 19,501,384 532,000
次　期　繰　越　金 19,501,384 18,554,992 946,392



－ 14 －

１．第46回日本スポーツ産業学会セミナー
■日　時：2018年7月23日㈪19時00分～20時30分
■場　所：早稲田大学　早稲田キャンパス３号館
　　　　405教室
■テーマ： 「テレビゲームからスポーツへ！日本

におけるｅスポーツの未来とは 
　　　　　 ～無限の可能性を秘めるeスポーツの

これから～」
■講　師： 中村　伊知哉氏（慶應義塾大学大学院

メディアデザイン研究科　教授）
■参加費： 一般：5,000円，学会員：2,000円，学生：

1,000円
〈参加人数〉 53人［うち学会員13人，非学会員27

人，学生会員１人，非学生会員8人，
賛助会員４人］

企画委員会セミナー開催報告
２．第47回日本スポーツ産業学会セミナー
■日　時：2018年8月１日㈬19時00分～20時30分
■場　所： 大妻女子大学　千代田キャンパスＧ棟
　　　　　３階　アクティブラウンジ
■テーマ：「スポーツの夢を追いかけて」　
■講　師： 糀　正勝氏（インタースポーツ株式会

社代表取締役，東都大学野球連盟評議
員，一般社団法人日本スポーツ教育ア
カデミー理事）

■参加費： 一般：5,000円，学会員：2,000円，学生：
1,000円

〈参加人数〉 6人［うち学会員３人，非学生会員
２人，法人会員１人］
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〈平成30年度年会費納入のお願い〉
　現在，平成30年度年会費（正会員・7,000円，学生会員2,000円）の納入受付をしております．どうぞ宜
しくお願い致します．
　　　〔郵便振替〕口座番号　　００１6０－１－6００89３
　　　　　　　　　加入者名　　日本スポーツ産業学会

　　　〔銀行口座〕①三菱UFJ銀行　東京公務部　普通口座　３57２697
　　　　　　　　　②三菱UFJ銀行　神田支店　　普通口座　１１98３１5

〈新会員紹介のお願い〉
　日本スポーツ産業学会の会員数は，現在，個人会員が約550名，賛助会員が21団体，法人会員が7団体です．
本学会は，設立理念にもありますように，産業界，学界，官界と幅広い分野から会員を募り学会活動を進
めています．学会の趣旨に賛同し，ともに研究を進める仲間を募っています．下記事務局にご紹介頂けれ
ば幸いです．
　日本スポーツ産業学会事務局
　　〒202-0021　東京都西東京市東伏見２丁目7番5号
　　　　　　　　早稲田大学７５－２　体育教室棟３０１号室 
　　　　　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　　　　　TEL/FAX：042-461-1241
　　　　　　　　E-mail：jssi＠spo-sun.gr.jp
　　　　　　　　http：//www.spo-sun.gr.jp/

事務局より
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「スポーツ産業学研究」原稿募集
　「スポーツ産業学研究」の原稿を募集します．奮って寄稿されるようご案内致し
ます．
１．原 稿 の 種 類　フォーラム，原著論文（総合研究，理論研究，事例研究，調

査研究）研究ノート，書評，アゴラなど．
２．原 稿 の 採 否　編集委員会により投稿分類の妥当性および査読の可否を判定

した後に査読委員が選ばれ査読が依頼される．その査読結果
をもとに編集委員会は原稿の採否を決定し，その結果を投稿
者に通知する．

３．提出する原稿　メールの添付ファイル（ワードかPDF，図表はエクセル可）で
送付のこと．

４．論文の送付先　〒202-0021　東京都西東京市東伏見２丁目7番5号
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　　　　　　　　　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　　　　　　　　　　　　日本スポーツ産業学会編集委員会
5．執 筆 方 法　「スポーツ産業学研究」投稿規定（学会ホームページ）を参照．

日本スポーツ産業学会　　「学会ニュース№107」
発行日：2018年10月１日
発行者：日本スポーツ産業学会理事長　北村　　薫
編集者：中村　好男，磯貝　浩久，元　　晶煜，岡　浩一朗
　　　　梶川　裕矢，越川　茂樹，児玉ゆう子，藤田　康範
　　　　藤本　淳也，丸山　剛生，金子佐知子（事務局）
事務局：〒202-0021
　　　　東京都西東京市東伏見２丁目7番5号
　　　　早稲田大学75－２　体育教室棟301号室
　　　　早稲田大学スポーツビジネス研究所内
　　　　日本スポーツ産業学会事務局
　　　　TEL：042-461-1241
　　　　E-mail：jssi@spo-sun.gr.jp
　　　　http：//www.spo-sun.gr. jp/


